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１ 調査の概要 
 

（１）調査の目的 

第５次地域福祉計画を策定するにあたり、地域福祉の推進に関わる市民の意識を調査し、本市の

地域福祉の推進に関わる課題を抽出するための検討資料を得ることを目的としている。 

 

（２）調査の対象・方法・期間 

 

 

 

（３）回収状況 

 

 

 

（４）報告書の見方 

○ 図表内に付加されている「n」は質問に対する回答者数。 

○ 結果数値は、小数点第２位を四捨五入しているため、単数回答であっても、合計値が100.0%にな

らない場合がある。 

○ 複数回答の場合、選択肢毎に回答者数に対する割合を表示しているため、合計値が100.0%を超え

る場合がある。 

○ クロス集計は、統計的仮説検定（カイ二乗検定）により、「有意差あり」か「有意差なし」を検証し

た。「有意差あり」は、２つの項目（例：性別と地域活動の参加状況）の関連が認められたという解

釈ができる。 

○ クロス集計は、全設問に対して「性別」「年齢別」「地域別」に集計した。本報告では、集計結果は

「有意差あり」と判定されたものだけを掲載している。したがって、単純集計のみ掲載している質

問項目は「有意差」が認められなかった設問である。 

○ 現行計画（第4次）の策定時に実施したアンケート調査（以下、「前回調査」という。）と比較可能な

設問はすべて比較した。本報告では、比較結果は、経年変化に特徴があるものだけを掲載している。 

  【前回調査の概要】 
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２ 調査結果 
 

問1_1 年齢 

「６０歳代」が22.3%で最も多く、次いで「７０歳以上」が21.4%、「５０歳代」が21.0%と

なっている。 

 

 

 

問1_2 性別 

「女性」が49.7%で最も多く、次いで「男性」が48.8%、「1、2以外」が0.1%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

２９歳以下 (n=109)

３０歳代 (n=97)

４０歳代 (n=200)

５０歳代 (n=250)

６０歳代 (n=265)

７０歳以上 (n=254)

不明・無回答 (n=13)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

9.2

8.2

16.8

21.0

22.3

21.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

男性 (n=580)

女性 (n=591)

1、2以外 (n=1)

不明・無回答 (n=16)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

48.8

49.7

0.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問2 家族構成 

「親と子の二世代」が52.4%で最も多く、次いで「夫婦だけ」が25.7%、「本人のみ」が10.1%

となっている。 

年齢別にみると、熟年層では「本人のみ」、「夫婦だけ」を合わせて59.8%となっている。 

日常生活圏域別にみると、葛城の谷地域、牛滝の谷地域が「夫婦だけ」が他の地域より多くなっ

ている。また、牛滝の谷地域は「親と子と孫の三世代」が他の地域より多くなっている。 
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問3 現在一緒に住んでいるご家族の状況 

「６５歳以上の方」が39.8%で最も多く、次いで「いずれもいない」が31.6%、「小学生」が

11.6%となっている。 

 

 

問4 職業 

「民間企業・団体に勤務（役員を含む）」が29.4%で最も多く、次いで「パート・アルバイト」

が17.1%、「家事専業」が16.5%となっている。 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

乳幼児（小学校入学前の子ども） (n=116)

小学生 (n=138)

中学生 (n=78)

高校生 (n=83)

６５歳以上の方 (n=473)

介護を必要とする方 (n=71)

障害のある方 (n=130)

いずれもいない (n=375)

不明・無回答 (n=26)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

9.8

11.6

6.6

7.0

39.8

6.0

10.9

31.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

商工業や農林水産業等の自営業主及びそ
の家族従事者

(n=80)

公務員・教員 (n=47)

民間企業・団体に勤務（役員を含む） (n=349)

パート・アルバイト (n=203)

家庭で内職 (n=6)

学生 (n=32)

家事専業 (n=196)

無職（学生・家事専業を除く） (n=187)

その他 (n=72)

不明・無回答 (n=16)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

6.7

4.0

29.4

17.1

0.5

2.7

16.5

15.7

6.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問5 小学校区 

「旭」が7.74%で最も多く、次いで「八木南」が7.66%、「常盤」が7.49%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

中央 (n=24)

城内 (n=62)

浜 (n=21)

朝陽 (n=67)

東光 (n=51)

旭 (n=92)

太田 (n=60)

天神山 (n=23)

修斉 (n=27)

東葛城 (n=14)

春木 (n=50)

大芝 (n=60)

城北 (n=44)

新条 (n=48)

八木 (n=37)

八木北 (n=30)

八木南 (n=91)

山直北 (n=78)

城東 (n=30)

山直南 (n=26)

大宮 (n=63)

光明 (n=48)

常盤 (n=89)

山滝 (n=15)

不明・無回答 (n=38)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

2.02 

5.22 

1.77 

5.64 

4.29 

7.74 

5.05 

1.94 

2.27 

1.18 

4.21 

5.05 

3.70 

4.04 

3.11 

2.53 

7.66 

6.57 

2.53 

2.19 

5.30 

4.04 

7.49 

1.26 

3.20 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【参考】日常生活圏域 
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問6 居住年数 

「３０年以上」が40.6%で最も多く、次いで「１０～２０年未満」が19.8%、「２０～３０年

未満」が19.7%となっている。 

 

 

 

問7 あなたの考える「地域」の範囲 

「町会・自治会」が32.6%で最も多く、次いで「岸和田市全体」が26.0%、「小学校区」が20.3%

となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

２年未満 (n=56)

２～５年未満 (n=80)

５～１０年未満 (n=95)

１０～２０年未満 (n=235)

２０～３０年未満 (n=234)

３０年以上 (n=482)

不明・無回答 (n=6)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

4.7

6.7

8.0

19.8

19.7

40.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

隣近所 (n=91)

町会・自治会 (n=387)

小学校区 (n=241)

中学校区 (n=123)

岸和田市全体 (n=309)

その他 (n=17)

不明・無回答 (n=20)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

7.7

32.6

20.3

10.4

26.0

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問8 ご近所の人とどのようなつきあいをしていますか 

「あいさつ程度」が52.9%で最も多く、次いで「立ち話や情報の交換をする」が31.4%、「ほ

とんどつきあっていない」が8.7%となっている。 

 

 

 

●性別・年齢別クロス集計 

 男女別にみると、男女ともに「あいさつ程度」が最も多くなっている。「あいさつ程度」の男性

の回答割合は女性を上回っている一方、「立ち話や情報の交換をする」の女性の回答割合は男性を

上回っている。 

 年齢別にみると、年齢が上がるほど、つきあいの程度が高くなる傾向がある。「簡単な頼みごと・

物の貸し借りなどをする」、「立ち話や情報の交換をする」では年齢が高くなるほど、回答割合が

高くなる。一方、「あいさつ程度」、「ほとんどつきあっていない」では年齢が低くなるほど、回

答割合が高くなっている。 

 

 

　　　　　　　区分

家族同様のつきあい (n=11)

簡単な頼みごと・物の貸し借りなどをする (n=62)

立ち話や情報の交換をする (n=373)

あいさつ程度 (n=629)

ほとんどつきあっていない (n=103)

その他 (n=5)

不明・無回答 (n=5)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

0.9

5.2

31.4

52.9

8.7

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問8_1 あまり近所づきあいをされていない理由は何ですか 

「仕事などで家をあけることが多く、知りあう機会がない」が43.7%で最も多く、次いで「近所

づきあいはわずらわしいので避けている」が23.3%、「ふだん留守の家が多いなど、そもそも近所

づきあいのほとんどないところである」が19.4%となっている。 

 

 

 

問9 地域での人とのつきあいや関わりが必要だと考えますか 

「まあまあ必要だと思う」が55.3%で最も多く、次いで「必要だと思う」が32.2%、「必要な

いと思う」が4.9%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

仕事などで家をあけることが多く、知りあう
機会がない

(n=45)

近所づきあいはわずらわしいので避けてい
る

(n=24)

近所づきあいはしたいが、つい消極的に
なってしまう

(n=9)

近所づきあいはしたいが、仲間に入れても
らえない

(n=1)

ふだん留守の家が多いなど、そもそも近所
づきあいのほとんどないところである

(n=20)

最近引越しして来た (n=11)

その他 (n=14)

不明・無回答 (n=0)

　　　　　　　全体 (n=103)

43.7

23.3

8.7

1.0

19.4

10.7

13.6

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

必要だと思う (n=383)

まあまあ必要だと思う (n=657)

必要ないと思う (n=58)

わからない (n=53)

不明・無回答 (n=37)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

32.2

55.3

4.9

4.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問9_1 どのようなときに地域との関わりの必要性を感じますか 

「被災地での地域における助けあいや支えあいの話題を聞いたとき」が76.4%で最も多く、次い

で「高齢者の孤独死や火災での逃げ遅れなどの事件を聞いたとき」が52.8%、「近所で手助けが必

要な人を見かけたとき」が43.1%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

被災地での地域における助けあいや支え
あいの話題を聞いたとき

(n=795)

高齢者の孤独死や火災での逃げ遅れなど
の事件を聞いたとき

(n=549)

子どもの虐待やいじめなどの話題を聞いた
とき

(n=384)

近所での空き巣の被害を聞いたとき (n=388)

近所で手助けが必要な人を見かけたとき (n=448)

近所に気軽に相談できる人がいないとき (n=245)

防犯防災活動やまちづくり懇談会など地域
活動のことを聞いたとき

(n=284)

地域の行事に参加したとき (n=308)

地域になじめない外国人を見かけたとき (n=87)

その他 (n=16)

不明・無回答 (n=5)

　　　　　　　全体 (n=1,040)

76.4

52.8

36.9

37.3

43.1

23.6

27.3

29.6

8.4

1.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問9_2 「地域づくり」についてどのようにお考えですか 

「たまたま、ここに住んでいるだけで特に関心や愛着はない」が64.0%で最も多く、次いで「住

民と行政だけでは限界があるため、必要があれば民間の力も活用すべき」が14.4%、「地域の住民

より行政が主体となって進めるべき」が12.6%となっている。 

 

 

 

 

問10 地域の行事や活動等に参加していますか 

「機会があれば、参加している」が30.6%で最も多く、次いで「関心はあるが、参加していない」

が25.1%、「あまり参加していない」が20.0%となっている。 

 

 
 

  

　　　　　　　区分

たまたま、ここに住んでいるだけで特に関
心や愛着はない

(n=71)

地域の住民より行政が主体となって進める
べき

(n=14)

住民と行政だけでは限界があるため、必要
があれば民間の力も活用すべき

(n=16)

その他 (n=6)

不明・無回答 (n=4)

　　　　　　　全体 (n=111)

64.0

12.6

14.4

5.4

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

進んで参加している (n=77)

機会があれば、参加している (n=364)

あまり参加していない (n=238)

関心はあるが、参加していない (n=298)

関心がない、やる気がない (n=161)

不明・無回答 (n=50)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

6.5

30.6

20.0

25.1

13.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●性別・年齢別クロス集計 

 男女別にみると、男女ともに「機会があれば、参加している」が最も多くなっている。女性の「機

会があれば、参加している」の回答割合は男性を上回っている一方、男性の「進んで参加している」

の回答割合は女性を上回っています。 

 年齢別にみると、年齢が高くなるほど、「機会があれば、参加している」の回答割合が高くなる。

一方、「あまり参加していない」では年齢が低くなるほど、回答割合が高くなっている。 
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問10_1 それはどのような活動ですか 

「町会・自治会活動」が70.0%で最も多く、次いで「だんじり祭り」が37.8%、「子ども会活

動」が11.3%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

町会・自治会活動 (n=475)

地区市民協議会活動 (n=49)

地区福祉委員会活動（小地域ネットワーク活動） (n=36)

老人クラブ活動 (n=56)

子ども会活動 (n=77)

だんじり祭り (n=257)

ボランティア活動 (n=63)

公民館活動 (n=73)

文化・スポーツ活動 (n=66)

消防団・水防団活動 (n=21)

生活協同組合等消費者活動 (n=17)

子どもや母親の健康を守る活動 (n=20)

障害のある人等市民の人権を守る活動 (n=15)

環境を保護する活動 (n=44)

青少年を非行等から守る活動 (n=21)

その他 (n=27)

不明・無回答 (n=21)

　　　　　　　全体 (n=679)

70.0

7.2

5.3

8.2

11.3

37.8

9.3

10.8

9.7

3.1

2.5

2.9

2.2

6.5

3.1

4.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問10_2 参加されない理由を教えてください 

「仕事を持っているので時間がない」が43.0%で最も多く、次いで「健康や体力に自信がない」

が11.7%、「新型コロナウイルス感染防止のため」が11.4%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

仕事を持っているので時間がない (n=128)

家事や育児に忙しくて時間がない (n=14)

家族の支持・理解がない (n=1)

病人・高齢者等の介護で時間がない (n=11)

健康や体力に自信がない (n=35)

行事や活動に関する情報がない (n=32)

人間関係がわずらわしい (n=24)

子どもをみてくれる人や施設がない (n=1)

身近なところに活動の場がない (n=27)

興味の持てる活動が見つからない (n=24)

一緒に活動する仲間や友人がいない (n=25)

活動に経費がかかる (n=6)

新型コロナウイルス感染防止のため (n=34)

その他 (n=16)

不明・無回答 (n=7)

　　　　　　　全体 (n=298)

43.0

4.7

0.3

3.7

11.7

10.7

8.1

0.3

9.1

8.1

8.4

2.0

11.4

5.4

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●前回調査との比較 

 前回調査においても、「仕事を持っているので時間がない」が最も多くなっていますが、回答割

合が前回調査の 27.7%から 43.3%に増加しています。 
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問11 地域活動への関心は、どのように変化したと感じますか 

「特に変化はない」が66.8%で最も多く、次いで「より関心がなくなった」が11.1%、「より

関心をもつようになった」が9.6%となっている。 

 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

より関心をもつようになった (n=114)

より関心がなくなった (n=132)

特に変化はない (n=794)

わからない (n=110)

不明・無回答 (n=38)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

9.6

11.1

66.8

9.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問12 地域活動が活発になるためには、どのようなことが大切ですか 

「あいさつができる程度の顔見知りの関係を広げる」が56.0%で最も多く、次いで「住民同士が

困ったときに、今以上に助け合える関係をつくる」が42.3%、「地域の自治会や子ども会、老人ク

ラブなどの活動をもっと活発にしていく」が18.2%となっている。 

 

 

 

問13 市行政と住民との協働について、どのように感じていますか 

「わからない」が67.3%で最も多く、次いで「どちらかというとよい関係ができている」が16.2%、

「よい関係ができていない」が13.3%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

住民同士が困ったときに、今以上に助け合
える関係をつくる

(n=502)

あいさつができる程度の顔見知りの関係を
広げる

(n=665)

新築マンションの入居者など、新たに住む
人との関係づくりを強化する

(n=102)

地域の自治会や子ども会、老人クラブなど
の活動をもっと活発にしていく

(n=216)

小学校と住民の交流やつながりを深める (n=155)

地元の商業者など、事業者と住民のつなが
りをもっと深める

(n=93)

交流の機会となる地域の行事をもっと増や
す

(n=196)

その他 (n=48)

わからない (n=153)

不明・無回答 (n=11)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

42.3

56.0

8.6

18.2

13.0

7.8

16.5

4.0

12.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

よい関係ができている (n=30)

どちらかというとよい関係ができている (n=192)

よい関係ができていない (n=158)

わからない (n=799)

不明・無回答 (n=9)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

2.5

16.2

13.3

67.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問14 市行政と住民との協働は、どのように変化したと感じますか 

「わからない」が59.3%で最も多く、次いで「特に変化はない」が33.2%、「あまりよい関係

でなくなった」が3.6%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

よりよい関係になった (n=36)

あまりよい関係でなくなった (n=43)

特に変化はない (n=394)

わからない (n=705)

不明・無回答 (n=10)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

3.0

3.6

33.2

59.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問15 福祉関連の情報をどこから入手していますか 

「広報きしわだ」が71.5%で最も多く、次いで「町会・自治会の回覧板」が44.7%、「きしわ

だし社協だより」が24.3%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

広報きしわだ (n=850)

きしわだし社協だより (n=289)

町会・自治会の回覧板 (n=531)

地域の掲示板 (n=82)

市役所の窓口 (n=45)

社会福祉協議会の窓口 (n=10)

隣近所・知り合い (n=181)

地区福祉委員会（小地域ネットワーク活動） (n=18)

民生委員・児童委員 (n=21)

地区市民協議会 (n=17)

テレビ岸和田 (n=70)

インターネット (n=210)

保健所・保健センター (n=32)

医療機関や薬局 (n=44)

地区公民館・市民センター (n=45)

介護等サービス事業所 (n=41)

地域包括支援センター (n=19)

コミュニティソーシャルワーカー（CSW） (n=6)

特にない (n=125)

その他 (n=27)

不明・無回答 (n=8)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

71.5

24.3

44.7

6.9

3.8

0.8

15.2

1.5

1.8

1.4

5.9

17.7

2.7

3.7

3.8

3.5

1.6

0.5

10.5

2.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問16 福祉関連情報の提供について、どのように感じていますか 

「わからない」が42.6%で最も多く、次いで「どちらかというと提供されている」が23.6%、

「どちらかというと提供されていない」が18.7%となっている。 

 

 

 

問17 必要な福祉サービス情報を、十分入手できていますか 

「ほとんど入手できていない」が27.4%で最も多く、次いで「わからない」が26.6%、「どち

らかというと入手できていない」が22.7%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

十分提供されている (n=23)

どちらかというと提供されている (n=280)

どちらかというと提供されていない (n=222)

ほとんど提供されていない (n=147)

わからない (n=506)

不明・無回答 (n=10)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

1.9

23.6

18.7

12.4

42.6

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

十分入手できている (n=27)

どちらかというと入手できている (n=246)

どちらかというと入手できていない (n=270)

ほとんど入手できていない (n=325)

わからない (n=316)

不明・無回答 (n=4)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

2.3

20.7

22.7

27.4

26.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●前回調査との比較 

 前回調査において、「どちらかというと入手できている」の回答割合が前回調査の 31.4%から

20.7%に減少しています。 
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問18 福祉サービス情報の入手は、どのように変化したと感じますか 

「特に変化はない」が56.6%で最も多く、次いで「わからない」が32.2%、「どちらかという

とより入手しやすくなった」が6.1%となっている。 

 

 

 

問19 日頃の生活でどのようなことに悩みや不安を感じていますか 

「自分や家族の老後のこと」が53.9%で最も多く、次いで「自分や家族の健康のこと」が53.7%、

「地震や火事などの災害のこと」が37.0%となっている。 

   

 

 

  

　　　　　　　区分

どちらかというとより入手しやすくなった (n=73)

どちらかというとより入手しにくくなった (n=46)

特に変化はない (n=672)

わからない (n=382)

不明・無回答 (n=15)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

6.1

3.9

56.6

32.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

自分や家族の健康のこと (n=638)

自分や家族の老後のこと (n=640)

子どもの教育や将来のこと (n=251)

乳幼児の育児に関すること (n=47)

介護に関すること (n=368)

収入など経済的なこと (n=408)

地域での人間関係のこと (n=85)

家庭での人間関係のこと (n=50)

職場での人間関係のこと (n=74)

住宅のこと (n=126)

地域の治安のこと (n=183)

地震や火事などの災害のこと (n=439)

働くこと（就職・失業） (n=152)

その他 (n=36)

特にない (n=109)

不明・無回答 (n=6)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

53.7

53.9

21.1

4.0

31.0

34.3

7.2

4.2

6.2

10.6

15.4

37.0

12.8

3.0

9.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問20 困ったとき、だれに相談しますか 

「家族・親族」が87.5%で最も多く、次いで「友人、知人」が57.1%、「職場の同僚、上司」

が16.8%となっている。 

 

 
 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

家族・親族 (n=1,039)

友人、知人 (n=678)

職場の同僚、上司 (n=200)

民生委員・児童委員 (n=21)

町会・自治会の役員 (n=66)

学校 (n=34)

保育所・幼稚園 (n=22)

市の相談窓口や職員 (n=162)

社会福祉協議会 (n=27)

保健所・保健センター (n=44)

ホームヘルパー・ケアマネジャー (n=63)

コミュニティソーシャルワーカー（CSW） (n=6)

病院等の医療機関、薬局 (n=125)

介護・福祉施設 (n=26)

地域包括支援センター (n=34)

どこに相談したらよいかわからない (n=65)

その他 (n=27)

相談する人がいない (n=17)

不明・無回答 (n=8)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

87.5

57.1

16.8

1.8

5.6

2.9

1.9

13.6

2.3

3.7

5.3

0.5

10.5

2.2

2.9

5.5

2.3

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問21 相談先は、以前と比べてどのように変化したと感じますか 

「特に変化はない」が70.9%で最も多く、次いで「どちらかというと範囲が広がった」が12.2%、

「どちらかというと範囲が狭くなった」が10.4%となっている。 

 

 

 

問22 地域の福祉課題に関心をお持ちですか 

「ある程度関心がある」が61.7%で最も多く、次いで「あまり関心がない」が14.5%、「とて

も関心がある」が13.1%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

どちらかというと範囲が広がった (n=145)

どちらかというと範囲が狭くなった (n=124)

特に変化はない (n=842)

わからない (n=69)

不明・無回答 (n=8)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

12.2

10.4

70.9

5.8

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

とても関心がある (n=156)

ある程度関心がある (n=733)

あまり関心がない (n=172)

まったく関心がない (n=17)

わからない (n=101)

不明・無回答 (n=9)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

13.1

61.7

14.5

1.4

8.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●性別・年齢別クロス集計 

 男女別にみると、「とても関心がある」、「ある程度関心がある」の女性の回答割合が男性より

高くなっている一方、「あまり関心がない」、「まったく関心がない」の男性の回答割合は女性よ

り高くなっている。 

 年齢別にみると、「とても関心がある」、「ある程度関心がある」の回答割合が年齢が上がるほ

ど高くなる一方、「あまり関心がない」、「まったく関心がない」の回答割合は年齢が下がるほど

低くなっている。 
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●前回調査との比較 

 前回調査において、「とても関心がある」の回答割合が前回調査の 21.0%から 13.1%に減少し

ています。一方、「あまり関心がない」の回答割合が前回調査の 7.2%から 14.5%まで増加して

います。 
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問23 福祉課題への関心について、どのように変化したと感じますか 

「特に変化はない」が75.5%で最も多く、次いで「より関心をもつようになった」が21.1%、

「より関心がなくなった」が2.3%となっている。 

 

 

 

●性別クロス集計 

 男女別にみると、男女ともに「特に変化はない」が最も高くなっている。「より関心をもつによ

うになった」では、女性の回答割合が男性より高くなっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

より関心をもつようになった (n=251)

より関心がなくなった (n=27)

特に変化はない (n=897)

不明・無回答 (n=13)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

21.1

2.3

75.5

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●前回調査との比較 

 前回調査において、「より関心をもつようになった」の回答割合が前回調査の 32.0%から 21.1%

に減少しています。一方、「特に変化はない」の回答割合が前回調査の 65.0%から 75.5%まで増

加しています。 
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問24 福祉課題に対し、助けあいの必要性についてどう思いますか 

「ある程度必要だと思う」が64.1%で最も多く、次いで「とても必要だと思う」が21.7%、「わ

からない」が10.3%となっている。 

 

 
 

●年齢別クロス集計 

 年齢別にみると、どの年齢層ともに「ある程度必要だと思う」が最も高くなっている。「とても

必要だと思う」では、熟年層（60歳以上）が他の年齢層より高くなっている。 

 

 

  

　　　　　　　区分

とても必要だと思う (n=258)

ある程度必要だと思う (n=761)

あまり必要だとは思わない (n=34)

まったく必要だとは思わない (n=4)

わからない (n=122)

不明・無回答 (n=9)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

21.7

64.1

2.9

0.3

10.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問25 地域で安心して暮らせるためにあなたができることはありますか 

「安否確認の見守り、声かけ」が53.9%で最も多く、次いで「災害時の手助け」が45.3%、「話

し相手」が27.5%となっている。 

 

 
 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

安否確認の見守り、声かけ (n=640)

災害時の手助け (n=538)

ちょっとした買い物 (n=187)

急病時の対応 (n=221)

ゴミ出し (n=195)

話し相手 (n=327)

通院、外出などの手伝い (n=81)

掃除、洗濯 (n=57)

地域の情報提供 (n=122)

短時間の子どもの預かり (n=63)

介護や子育てなど悩みごとの相談 (n=62)

庭の手入れ (n=52)

食事の支度や片づけ (n=36)

お弁当の配食 (n=49)

家具類や生活機器などの簡単な取付、交換 (n=51)

ペットの世話 (n=35)

その他 (n=27)

特にない (n=193)

不明・無回答 (n=26)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

53.9

45.3

15.7

18.6

16.4

27.5

6.8

4.8

10.3

5.3

5.2

4.4

3.0

4.1

4.3

2.9

2.3

16.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問26 地域において、どのような集える場所が必要だと思いますか 

「高齢者から子どもまで、誰でも参加できる」が42.3%で最も多く、次いで「困りごとを相談で

きる人がいる」が36.5%、「いつでも開いていて、誰かがいる」が35.9%となっている。 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

高齢者から子どもまで、誰でも参加できる (n=502)

いつでも開いていて、誰かがいる (n=426)

気軽に食事などができる (n=139)

困りごとを相談できる人がいる (n=434)

送り迎えをしてもらえる (n=141)

食料品などの買い物ができる (n=109)

子どもの学習支援をしてくれる人がいる (n=113)

子育て中の親が気軽に悩みを話し合える (n=200)

仲間と一緒に簡単な体操などができる (n=166)

暮らしに役に立つ情報が得られる (n=395)

その他 (n=30)

わからない (n=164)

不明・無回答 (n=26)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

42.3

35.9

11.7

36.5

11.9

9.2

9.5

16.8

14.0

33.2

2.5

13.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問27 地震災害などのために、どのような備えをしていますか 

「緊急時に必要なものをリュック等に入れて保管している」が35.7%で最も多く、次いで「特に

備えはしていない」が33.4%、「最寄の避難場所、避難経路を確認している」が33.2%となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

緊急時に必要なものをリュック等に入れて
保管している

(n=424)

被災したときの家族の安否確認や合流場
所についてあらかじめ決めている

(n=315)

最寄の避難場所、避難経路を確認している (n=394)

地域の避難訓練に毎年参加している (n=65)

安否確認を近所や町の役員などに頼んで
いる

(n=18)

安否確認を介護サービス事業所などに頼
んでいる

(n=5)

隣近所の人と災害時の対応について話し
合っている

(n=21)

地域の防災活動の企画・運営に携わって
いる

(n=19)

その他 (n=28)

特に備えはしていない (n=397)

不明・無回答 (n=19)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

35.7

26.5

33.2

5.5

1.5

0.4

1.8

1.6

2.4

33.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●前回調査との比較 

 前回調査において、「緊急時に必要なものをリュック等に入れて保管している」の回答割合が前

回調査の 26.2%から 35.7%に増加しています。 
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問28 岸和田市避難行動要支援者支援プランについて知っていますか 

「まったく知らない」が67.1%で最も多く、次いで「あまり知らない」が23.9%、「ある程度知

っている」が6.7%となっている。 

 

 

 

●年齢別クロス集計 

 年齢別にみると、どの年齢層ともに「まったく知らない」が最も高くなっている。「ある程度知

っている」、「あまり知らない」では、年齢が上がるにつれて高くなっている。 

 

 

  

　　　　　　　区分

よく知っている (n=16)

ある程度知っている (n=80)

あまり知らない (n=284)

まったく知らない (n=797)

不明・無回答 (n=11)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

1.3

6.7

23.9

67.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問29 避難行動要支援者への支援に関して、協力できますか 

「必要とされれば協力したい」が78.5%で最も多く、次いで「協力したいとは思わない」が9.2%、

「積極的に協力したい」が8.3%となっている。 

 

 

 

問30 再犯防止の取り組みが進められていることをご存じでしたか 

「初めて聞いた」が41.5%で最も多く、次いで「聞いたことはあるが、内容は知らなかった」が

41.2%、「協力はしていないが、取り組みは知っている」が14.4%となっている。 

 

 

 

  

　　　　　　　区分

積極的に協力したい (n=99)

必要とされれば協力したい (n=933)

協力したいとは思わない (n=109)

不明・無回答 (n=47)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

8.3

78.5

9.2

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　　　　　　区分

再発防止の取り組みを知っており、協力し
ている

(n=10)

協力はしていないが、取り組みは知ってい
る

(n=171)

聞いたことはあるが、内容は知らなかった (n=490)

初めて聞いた (n=493)

その他 (n=7)

不明・無回答 (n=17)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

0.8

14.4

41.2

41.5

0.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●年齢別クロス集計 

 年齢別にみると、「聞いたことはあるが、内容は知らなかった」では、年齢が上がるにつれ回答

割合が高くなる一方、「初めて聞いた」では、年齢が上がるにつれて低くなっている。 
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問31 再犯防止の取り組みについて、どのように思われますか 

「自分がやることは難しいが、取り組みは必要だと思う」が59.3%で最も多く、次いで「協力す

ることは難しいが、取り組んでいる人（保護司）や団体は応援したい」が20.3%、「わからない」

が9.3%となっている。 

 

 
 

 

  

　　　　　　　区分

再発防止の取り組みに協力したい (n=44)

協力することは難しいが、取り組んでいる
人（保護司）や団体は応援したい

(n=241)

自分がやることは難しいが、取り組みは必
要だと思う

(n=704)

犯罪や非行をした人を支援する取り組み
は、必要ないと思う

(n=47)

わからない (n=110)

その他 (n=20)

不明・無回答 (n=22)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

3.7

20.3

59.3

4.0

9.3

1.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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●性別・年齢別クロス集計 

 男女別にみると、男女ともに「自分がやることは難しいが、取り組みは必要だと思う」が最も高

くなっている。「再発防止の取り組みに協力したい」、「犯罪や非行をした人を支援する取り組み

は、必要ないと思う」では男性の回答割合が女性より高くなっている。 

 年齢別にみると、どの年齢層も「自分がやることは難しいが、取り組みは必要だと思う」の回答

割合が最も高くなっている。「再発防止の取り組みに協力したい」、「犯罪や非行をした人を支援

する取り組みは、必要ないと思う」では年齢が上がるほど回答割合は低くなっている。 
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問32 地域福祉の取り組みのうち、重要だと思うものはどれですか 

「さまざまな活動の意義と重要性のＰＲ」が44.0%で最も多く、次いで「相談・指導を行う専門

職員の充実」が38.6%、「困っている人や助けあいの場や組織に関する情報提供の充実」が34.6%

となっている。 

 

 

(複数回答)

　　　　　　　区分

さまざまな活動の意義と重要性のＰＲ (n=523)

さまざまな活動の拠点の整備 (n=366)

さまざまな活動の運用費等の資金援助 (n=307)

リーダーや活動に携わる人の養成 (n=370)

相談・指導を行う専門職員の充実 (n=459)

困っている人と助けることができる人との
間の調整を図る人材の育成

(n=357)

困っている人や助けあいの場や組織に関
する情報提供の充実

(n=411)

地域での活動方法等に関する講座や研修
会の充実

(n=148)

学校などでの福祉教育の充実 (n=300)

その他 (n=24)

不明・無回答 (n=56)

　　　　　　　全体 (n=1,188)

44.0

30.8

25.8

31.1

38.6

30.1

34.6

12.5

25.3

2.0

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%


